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第 1 章 事業概要 
 
1.1 今年度事業の目的 

2015 年度・2016 年度（以下「過年度」）に京都精華大学が主体となって実施した「施設連携によ

るマンガ雑誌・単行本の共同保管と人材育成環境の整備」で得られた経験・知見を引き継ぎ、明治大

学にて海外機関との連携を踏まえた展開を行う。 
 
具体的な実施目的については、以下の 3 点となる。 
① マンガ資料（単行本）の連携型アーカイブの構築 
② マンガ資料の国内アーカイブ普及に向けた取組 
③ マンガ単行本の取扱いに習熟した国内外における人材の育成 
 
1.2 実施概要 
1.1 の目的の①～③に沿って、下記事業を実施 
・ 明治大学が所蔵している未整理資料約 20,000 点を利用した連携型アーカイブの構築及び、人材

育成事業（目的①と③） 

 

 
・ 連携型アーカイブを構築するための理念共有を行う公開型シンポジウムの実施（目的②） 

2017 年 11 月 23 日（木／祝）に明治大学にて一般公開型のシンポジウム「マンガ文化の保存拠

点」を開催し、本事業の主旨・理念・目的を連携先団体のみならず、広く一般と共有する。 
 

出庫（搬出） 入庫（搬入） 複本抽出
複本出庫

(搬出)
複本入庫

(搬入)
正本登録
(最大値)

資料返送
(正本・登

録外)

冊数 冊数 冊数 冊数 冊数 登録点数 冊数

明治大学 単行本 未整理資料の出庫 20,000 - - - - - -

未整理資料の入庫 - 20,000 - - - - -

正本/複本の仕分 - - 5,250 - - - -

正本登録 - - - - - 14,750 -

複本移送(→中国) - - - 1000 - - -

複本移送(→南米) - - - 4250 - - -

- - - - - - 14,750

中国
(北京大

学)
単行本

移送資料の受入
(1,000)

- - - - 1000 - -

南米
(ブラジル・
コロンビア
の各関係

機関)

単行本
移送資料の受入

(4,250)
- - - - 4250 - -

事業処理数 20,000

成果予定

事業概要資料形態施設名

資料返送
(正本・登録外)

熊本マンガ
ミュージア

ムプロジェク
ト

(森野共同
倉庫)

単行本
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1.3 成果 
① 明治大学の所蔵目録データ及び、文化庁メディア芸術データベース登録用の書誌・所蔵データ 

（17,540 点） 
② 海外連携先への寄贈資料 

合計移送数=4,513 冊 
・中国 
 北京大学= 1,059 冊 
・南米 
 ・ブラジル 
  ブラジル文化福祉協会=1,000 冊 
  日伯文化連盟=501 冊 
  サンパウロ州教育局=先方事情により移送せず 
  サンパウロ大学 日本文化研究所=1,000 冊 
  アルマンド・アルバレス・ペンチアード大学=501 冊 
  リオブランコ大学=202 冊 
 ・コロンビア 
  エアフィット大学=250 冊 

③ 明治大学米沢嘉博記念図書館の所蔵目録データ作成に関する仕様書（マニュアル） 
④ 公開型シンポジウム「マンガ文化の保存拠点計画」を開催したことにより、改めて「連携型アー

カイブ」の必要性とその課題を当事者同士で共有し、また、合わせて社会的な認知・共有を図る

ことができた。 
 
1.4 今後の課題と展望 
① 今回は、特定の館の「所蔵目録データ」を作成するという試みを行った。当初は、過年度から行

っていた「メディア芸術データベース」のデータを下敷きにしてデータを作成することを想定して

いたが、その所蔵館独自の「ローカルルール」と、メディア芸術データベースとの間にデータの作

りの違いが生じており、その点で過年度以前のデータ登録作業と難度の差が生じていた。今後も継

続して同様の試みを進めていくに当たっては、メディア芸術データベースの活用が も有効と考え

るため、メディア芸術データベースを参加館や、今後参加する館でどのように活用していくかを考

えることが必要となる。 
② 熊本共同倉庫の収容量に限界が来ており、今後の継続を考えた場合に、「資料のアウトプット」

を進めていく必要がある。 
③ 本事業では、海外との連携を想定し、合計 4,513 冊を中国・南米に移送したが、事業期間・移送

便の関係で先方への到達が遅れ、海外連携先における具体的な資料保存・整理・利用の仕方に関す

る「人材育成」の部分が途中過程となっている。今後、連携関係を継続する上で、海外への人材育

成に関して、先方の事情等を含めた上で再検討・継続することが期待される。   
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第 2 章 事業の背景とその目的 
 
2.1 事業背景 
ポピュラーカルチャー文化（大量複製文化）において、重要な位置を占めるマンガ資料は、「雑誌・

単行本（＝大量印刷物）」と「原画（＝原稿）」という主に 2 つの資料群から構成されており、2 つの

大きな問題を抱えている。 
1. 日本国内のマンガ保存施設での経済的・環境的・人員的な資源不足 
   日本国内のマンガ保存施設の多くは、「マンガ雑誌」「単行本」を対象として収蔵・展示を行う

運営形式を取っているが、多くの施設が資源（収蔵場所・運営資金・専門的な知見を持つ人材な

ど）の不足という課題を慢性的に抱えている。特に、マンガ関連資料を扱う専門人員が不足して

おり、人材の継続的な育成が課題となっている。 
2. マンガ資料の流出 

マンガ文化を支えてきたマンガ家の逝去や出版不況の影響で、マンガの原画が廃棄・紛失する

など、従来の「原画」の保存基盤が崩壊しつつある。また、国内での価値付けがなされていない

状況下で、海外の収集家による蒐集（しゅうしゅう）対象となり、かつての浮世絵と同じように

「四散流出」してしまう可能性が高くなっている。 
 
2.2 事業目的 
 2.1 で述べた背景（問題点）を解消するためには、「原画」の価値付け作業を行う必要があるが、

この作業は、大量複製文化における資料という位置付けを軸に検討されることで初めて可能になるの

であり、「原画」が掲載された「マンガ雑誌・単行本」を参照しながら価値付けの検討を進めること

が肝要となってくる。 
 
 明治大学は、前述した背景を踏まえて京都精華大学が過年度に行ってきた「施設連携によるマンガ

雑誌・単行本の共同保管と人材育成環境の整備」で得られた知見を引き継ぎつつ、アーカイブの連携

先を国内のみならず、海外に広げて展開すること、また、その過程でマンガを扱う専門人員の育成を

試みる場として、「国内外の機関連携によるマンガ雑誌・単行本等資料の連携型アーカイブの構築と

人材育成環境の整備に向けた準備事業」を遂行するものである。 
 
 第 1 章にて触れたとおり、明治大学が本事業で目的とするものは、以下の 3 つである。 
① マンガ・史資料（単行本）の連携型アーカイブの構築 

今後も継続的に作品が産出されると見込まれるメディア芸術分野において、網羅性の高いア

ーカイブの構築と次代への継承を目指すとき、それらを単一の施設で完結させることは、下記

2 点の懸念・危険性をはらんでいる。 
・収蔵スペースの有限性（寄贈等による重複本の保管などで、スペースが圧迫される） 
・災害や事故による損失（一極に集中させればさせるほど、損失した際のリスクが高くなる） 
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 複数の機関が連携してアーカイブを構築することは、上記の危険性を解消する一助となる。

また、寄贈等にて受け入れた未整理の資料群の中から、重複するものを効率よく選別し、それ

らを必要とする国内外の他機関に分配する体制を構築することは、単一施設でアーカイブの収

集・構築を行うよりも総体的に網羅性が高く、かつ災害等に対するセキュリティの高いアーカ

イブ構築につながる。 
 本事業は、この網羅性・セキュリティ、そして他地域にわたることで資料へのアクセスがよ

り容易になる「連携型アーカイブ構築」を目指すものである。 
 また、過年度より京都精華大学が主体となり実施した「施設連携によるマンガ雑誌・単行本

の共同保管と人材育成の整備」にて、今後の共同倉庫の在り方として、個人や施設が持て余し

ているマンガ本を集め、再寄贈することで活用を目指す「マンガプール」の可能性が示唆され

た。 
 この可能性を実証するために「マンガプールの出庫実験」を実施する。具体的には、熊本共

同倉庫に明治大学の未整理資料を出庫し、正本・複本に分類したのち、複本を連携先（海外）

へ移送・寄贈することで、その可能性を検証する。また、移送先を海外にすることで、より広

い連携体制を構築することが可能となり、なおかつ日本の優れたメディア芸術を海外に紹介・

普及させる一助となると考える。 
 

② マンガ・史資料（雑誌・単行本）の国内アーカイブ普及に向けた取組 
    過年度 2 年にわたり実施された「施設連携によるマンガ雑誌・単行本の共同保管事業」に

て培った国内アーカイブ拠点整備を継承することを目的に、各連携先団体とのシンポジウムを

開催する。 
 アーカイブの維持には、その理念や意義に対する幅広い理解と支持が必要と考え、一般聴衆

に向けた内容にて、オープンなシンポジウムを企画・開催する。 
 
③ マンガ「雑誌・単行本」の取扱いに習熟した国内外における人材の育成 

1.「雑誌・単行本」の整理・目録整備に関する、各種作業マニュアルの作成及び公開 
2. 過年度事業の成果より、更なる習熟度向上に向けた人材育成への取組を行う 
3. 海外連携先への「雑誌・単行本」の取扱い・保存についての OJT を行う 

 
本事業に参加して協働する組織は「明治大学米沢嘉博記念図書館（推定蔵書数 14 万冊）」と NPO

法人熊本マンガミュージアムプロジェクト、また、明治大学から継続的にマンガ資料を寄贈し、連携

している中国の北京大学と南米の関連機関（ブラジル 6 機関/コロンビア 1 機関）である。 
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第 3 章 実施体制 
本事業では、主に明治大学と NPO 法人熊本マンガミュージアムプロジェクトが連携して事業を進

めていくほか、「連携型アーカイブ」の海外での構築の第 1 歩として、北京大学及び南米の関係機関

との連携方法の模索を図る。 
 
3.1 実施体制 

団体名・総称 取組内容 

学校法人明治大学 1) 連携型アーカイブの構築事業・人材育成事業 
・未整理資料の移送（目標値=20,000 冊/実数=20,163 冊） 
・熊本共同倉庫での目録整備事業の進捗管理及び人材教育 
・米沢嘉博記念図書館の目録ルールの共有（仕様書の作成）

2) 連携型アーカイブ普及事業 
・公開型シンポジウムの開催 

3) 各連携先との会議の主催 

NPO 法人熊本マンガミュー

ジアムプロジェクト 
1) 連携型アーカイブの構築事業 

・明治大学からの移送資料の仕分（正複調査） 
・正本登録（明治大学仕様の目録データの作成） 
・複本登録（移送用リストの作成）及び海外への移送 

2) 連携型アーカイブ普及事業 
・公開型シンポジウムへの参加・発表 

北京大学 1) 連携型アーカイブの構築事業 
・明治大学からの寄贈資料（複本資料）の受取 

2) 連携型アーカイブ普及事業 
・公開型シンポジウムへの参加・発表 

3) 連携会議への参加 
・資料保存技術への理解を深めるための京都国際マンガミュ

ージアム（以下「京都 MM」）視察と人材教育 

南米の連携先機関（7 機関） 1) 連携型アーカイブの構築事業 
・明治大学からの寄贈資料（複本資料）の受取 

2) 連携会議の参加 
・アーカイブの構築理念と役割を理解するための熊本共同倉

庫視察と人材教育 

 ※ 北京大学に関しては、2017 年 11 月 23 日（木／祝）のシンポジウムに参加しており、連携理

念・役割への理解については共有ができているため、連携における資料保存技術への理解を深め

るための連携会議を開催し、南米に関しては、本事業の根底である理念部分の共有をより強固な

ものにすることを目的とした会議を開催する。 
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第 4 章 実施スケジュール 
 
4.1 事業スケジュール 

 

各連携機関にて行う作業スケジュールは、大きく上記の図のような流れで実施した。 
具体的なスケジュールは下記のとおり 
 
① 未整理資料 20,000 冊の整理作業 
 1. 明治大学の猿楽町校舎倉庫より計 4 回に分けて資料を選定・移送を実施 

実施日程：2017 年 10 月 3 日（金）・10 月 26 日（木）・11 月 17 日（金）・12 月 6 日（水） 
 2. 熊本共同倉庫にて項目 1 で出庫された資料を受入れ 

実施日程：2017 年 10 月 6 日（金）・10 月 31 日（火）・11 月 21 日（火）・12 月 12 日（火） 
 3. 明治大学関係者が熊本共同倉庫へ訪問し、倉庫・作業場の確認と、正本・複本の分別について

の作業の流れを確認 
実施日程：2017 年 10 月 19 日（木）～20 日（金） 

 4. 上記の 3 で決定した作業の流れに従って、正本・複本の選別を実施 
   実施日程：2017 年 10 月 19 日（木）～12 月 28 日（木） 
 5. 正本登録作業の現地確認のため、目録の教育担当者が熊本共同倉庫を訪問 

作業場の確認と、正本登録～コンテナ保管までの作業手順を決定・確認 
実施日程：2017 年 12 月 14 日（木）～16 日（土） 
※教育担当者は並行して米沢嘉博記念図書館の目録担当者と登録規則について適宜確認し、 
 仕様書を作成 

 6. 明治大学関係者が現地を訪問し、資料の返送作業手順を確認 
実施日程：2018 年 1 月 4 日（木）～8 日（月） 

事業
団体

実施項目 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

明
治
大
学

未整理資料の選定・搬出

未整理資料の搬入

正本・複本の仕分け

正本登録

複本移送(→中国)

複本移送(→南米)

正本返送

中
国

移送資料の受入(中国)

南
米

移送資料の受入(南米)

熊
本
共
同
倉
庫

①10/3 ②10/26 ③11/17 ④12/6

①10/6 ②10/31 ③11/21 ④12/12
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 7. 上記の 6 で決定した作業の流れに従って、正本を梱包（こんぽう）・返送 
実施日程：2018 年 1 月 9 日（火）・1 月 19 日（金）・1 月 23 日（火）・1 月 27 日（土）・ 

2 月 5 日（月）・2 月 13 日（月） 
 
② 整理作業にて抽出された複本の海外移送作業 
 1. 熊本マンガミュージアムプロジェクト所蔵資料から提供される資料を選定・リスト化・箱詰め 
   実施日程：2017 年 11 月中旬～12 月 

2. 熊本共同倉庫にて①-4 で抽出した複本をリスト化し、移送可能な資料を選定 
   実施日程：2018 年 1 月 12 日（金）～14 日（日） 
 3. 明治大学所蔵の複本の選定・リスト化 

実施日程：2017 年 12 月 18 日（月）～2018 年 1 月 12 日（火） 
 4. 各連携先への複本の移送（発送）  

海外移送は、それぞれの窓口となる担当者と協議を行い、「確実かつ安価」という理由で基本

的には「郵便局の船便」にて実施した。ただし、エアフィット大学（コロンビア）に関しては、

先方の治安の問題で船便の運航がなかったため、SAL 便での移送となった。 
<中国> 
・北京大学 
  2017 年 12 月 7 日（木）・2018 年 1 月 15 日（月）・1 月 16 日（火）・1 月 18 日（木）・ 
  1 月 26 日（金） 
<南米> 

   ・ブラジル 
・ブラジル文化福祉協会 

      2017 年 12 月 8 日（金）・2018 年 2 月 2 日（金） 
・日伯文化連盟 

2017 年 12 月 25 日（月）・2018 年 1 月 31 日（水） 
    ・サンパウロ州教育局 
      →先方事情により移送せず 

・サンパウロ大学 日本文化研究所 
2017 年 12 月 25 日（月）・2018 年 2 月 7 日（水） 

    ・アルマンド・アルバレス・ペンチアード大学 
2018 年 2 月 8 日（木） 

    ・リオブランコ大学 
2018 年 1 月 31 日（水） 

・コロンビア 
・エアフィット大学 

2018 年 2 月 2 日（金） 
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③ 移送された複本資料の受入れ作業 

 海外連携先機関は、郵便にて移送された資料を受け入れ、整理・登録等、資料の利用に向けた

作業の準備を行う。なお、郵便事情・暦事情によって、移送資料が到着する時期は 2 月～3 月以

降になるものと想定されるため、本格的な整理・登録等に関しては、次年度以降の事業課題とな

る。 
 

4.2 実施会議・シンポジウムスケジュール 

 

・事業開始会議 
2017 年 9 月 28 日（木） 16：00～17：30 
開催場所：明治大学駿河台キャンパス 研究棟 1F 図書館総務事務室内会議室 
本事業の連携先である明治大学・明治大学米沢嘉博記念図書館・NPO 法人熊本マンガミュージア

ムプロジェクトのそれぞれの代表者・作業担当者が一堂に会し、今後の事業予定・作業内容につい

て共有を行ったほか、10 月 19（木）～20 日（金）の熊本訪問に際しての訪問日程を調整した。 
 

 

実施項目 実施日 開催場所 参加団体

事業開始会議 2017年10月8日(日)
明治大学 駿河台キャンパス

研究棟1F
図書館総務事務室内会議室

明治大学
NPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクト

シンポジウム
「マンガ文化の保存拠点

計画」
2017年11月23日(木／祝)

明治大学　駿河台キャンパス
グローバルフロント1F

多目的室

明治大学
京都精華大学

NPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクト
北九州市漫画ミュージアム

漫画図書館Z
少年画報社

株式会社寿限無
コミックマーケット準備会

プロダクションI.G.

中間報告
省察会議

2017年12月8日(金)
明治大学 駿河台キャンパス

研究棟1F
図書館総務事務室内会議室

明治大学
NPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクト

国内連携会議 2018年1月23日(火)
明治大学　駿河台キャンパス

アカデミーコモン
8F　A7・A8会議室

明治大学
京都精華大学

NPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクト
北九州市漫画ミュージアム

海外連携会議
(南米)

2018年2月6日(火)
NPO法人熊本マンガミュージ

アムプロジェクト
共同倉庫事務室

明治大学
NPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクト

事業省察会議 2018年2月7日(水)
明治大学　駿河台キャンパス

大学会館3階　第1会議室
明治大学

NPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクト

海外連携会議
(北京大学)

2018年2月12日(月／祝）
京都国際マンガミュージアム

研究閲覧室

明治大学
北京大学

京都国際マンガミュージアム
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・シンポジウム「マンガ文化の保存拠点計画」 
2017 年 11 月 23 日（木／祝）13：00～18：20  
開催場所：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 1F 多目的室 
※第 5 章にて詳述 
 

・事業経過確認会議 
2017 年 12 月 8 日（金） 16：00～17：30 
開催場所：明治大学駿河台キャンパス 研究棟 1F 図書館総務事務室内会議室 
米沢嘉博記念図書館・NPO 法人熊本マンガミュージアムプロジェクトの担当者にて、業務の進捗

状況と問題点を共有。想定より作業が遅れており、事業期間内に目標値を完了させるための流れ等

を確認した。 
 
・国内連携会議 
 2018 年 1 月 23 日（火） 13：00～14：30 
開催場所：明治大学駿河台キャンパス アカデミーコモン 8F A7・A8 会議室 
平成 27 年度から施設連携事業に関わっている各機関（京都精華大学・京都国際マンガミュージア

ム・北九州市漫画ミュージアム・NPO 法人熊本マンガミュージアムプロジェクト）の各担当者と

これまでの事業での事例共有と本事業における進捗状況・課題についての共有を行った。 
 
・海外連携会議（ブラジル・コロンビア） 

2018 年 2 月 6 日（火） 13：00～14：45 
開催場所：合志マンガミュージアム 会議室 

 南米の資料の受入れ機関の各紹介・共有と、今後連携関係を深め、人材教育を行うに当たっての課

題点を確認した。 
 
・事業省察会議 

2018 年 2 月 7 日（水） 13：00～14：40 
開催場所：明治大学駿河台キャンパス 大学会館 3 階 第 1 会議室 

 今年度事業の振り返りを、明治大学及びNPO法人熊本マンガミュージアムプロジェクトにて行い、

参加者にて問題点と課題を抽出、今後の事業継続に関する各種事項の共有を図った。 
 
・海外連携会議（中国） 

2018 年 2 月 12 日（月／祝） 13：45～15：45 
開催場所：京都国際マンガミュージアム 研究閲覧室 

 今後、北京においてどのように継続的な運用を図るかについて、実際に京都国際マンガミュージア

ムの実務担当者と話をし、課題の共有・抽出を図った。  
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第 5 章 実施内容 
 
5.1 実施内容とその目的 
・ 未整理資料の整理を利用した連携型アーカイブ構築と人材育成 

 明治大学が所蔵している未整理資料20,163冊をNPO法人熊本マンガミュージアムプロジェク

トが置かれている熊本共同倉庫に移送し、各種作業を実施する。 
 「正本・複本」の仕分及び正本については米沢嘉博記念図書館仕様の目録作成を通じ、資料整

理における知識と技術を持つ人材を育成する。 
 複本については海外の複数拠点に移送し、連携型アーカイブの更なる構築と、「マンガプール

の出庫実験」の一環とする。 
・ 公開型シンポジウムの実施 

 2017 年 11 月 23 日（木／祝）に、明治大学駿河台キャンパス内にて「マンガ文化の保存拠点

計画」と題された公開型のシンポジウムを開催した。 
 シンポジウムは、本事業の前身である「施設連携によるマンガ雑誌・単行本の共同保管事業」

（京都精華大学）に参加した各連携先団体及び、マンガ文化のアーカイブ問題に取組んでいる団

体・企業を招聘（しょうへい）し、マンガ文化の保存のために連携型アーカイブをどのように構

築していくか、その理念と課題の共有を図る目的で開催した。また、連携型アーカイブの構築と

維持には、一般の理解と支持が必要となるため、公開型とした。 
 

5.2 実施内容詳細 
 
5.2.1 連携型アーカイブ構築と人材育成 

明治大学が所蔵していない資料を「正本」、既に所蔵しているものを「複本」として分別し、それ

ぞれが活用できるように整理を行う。分別したものの活用方法は以下のとおり。 
 

「正本」= 明治大学米沢嘉博記念図書館への所蔵を前提として、目録データ整備及び、     

保存整備（装備）を行う。また、正本として登録されたデータは、文化庁メディア

芸術データベースへ反映する。 
「複本」= 海外連携先となる中国（北京大学）及び南米（ブラジル・コロンビア）に移送し、 ア

ーカイブ構築に利用する。移送に不適切な資料に関しては、熊本共同倉庫へ寄贈す

る。 
 
上記工程を通じて、明治大学―熊本共同倉庫が連携し、「明治大学の所蔵目録」の作成及び、熊本

共同倉庫にてマンガ資料の取扱い・目録知識を有した人材を育成する環境の整備・準備を行う。なお、

人材育成の観点より、雑誌・単行本の両方を処理するのではなく、まずは単行本の処理に特化し、目

録作成の基礎力を養成するという目的で、整理資料対象はすべて「単行本」とした。 
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・ 米沢提供の Excel データの入力項目は全部で 64 項目あり、所蔵情報を入力する分、メディア芸

術データベースよりも入力項目が増加した。そのうち、単行本登録では使用しない 24 項目を非

表示とし、入力が必要となる項目（ 大 20 項目）と、管理用に追加した 6 項目のうち、4 項目（熊

本仮箱番号・明治から移送された際の箱番号・資料種別）図書 or 雑誌の正複種別を入力対象とし

た。 
・ 登録完了したデータは一定数（2,500 冊以上）蓄積した段階でデータ内の重複がないかを調査し、

形態（サイズ）・著者・タイトル・巻で並べ替え、米沢嘉博記念図書館に「初回分」として提出。 
・ 米沢嘉博記念図書館は提出されたデータをチェックし、改善事項を共有。 
・ 熊本共同倉庫では提出データ分の資料を箱詰めし、 終的な保管箱番号の元となる「仮箱番号」

を付与する。同仮箱番号を反映させた提出データは、米沢嘉博記念図書館に「二回目分」として

提出。 
・ データ提出後、熊本共同倉庫から資料を移送。 
・ 「仮箱番号」が付与された「二回目分」のデータを受け取った米沢嘉博記念図書館は、正式な資

料番号・保管箱番号などを付与し、管理用スリップに出力。 
・明治大学に返送された正本資料は、保管箱ごとのバーコード貼付、現物とリストの確認、単冊管理

用スリップ作成（蔵書印・単冊バーコード）の挟み込み、単冊ごとの規定袋への封入など、米沢

嘉博記念図書館仕様の保管関連装備を行い、猿楽町校舎内の保管庫に戻す。 
・正本資料の保管関連装備は当初、一部作業を除き熊本共同倉庫にて行う予定としていたが、熊本共

同倉庫での正本登録工程が想定以上に多岐にわたったため、作業スペースの問題もあったものの

明治大学で対応する方針に切り替えた。 
 
5.2.1.3 複本の登録・移送 
熊本共同倉庫で実施。 
・ 正複調査によって抽出された複本は、移送先への資料タイトル報告のために、米沢より提供の

Excel シートに入力。複本は目録データを作成する必要がないため、ISBN・タイトル・著者・巻

数・寄贈者とのみの入力とした。 
・ 入力作業が完了した複本は一時的に共同倉庫内の書架に作家・タイトルで区別をして配架。海外

移送に適さない過度な性的・暴力表現がある資料は書架から抜き出し、移送タイトル候補から外

した。 
・ 今回、明治大学から熊本共同倉庫に移送した 20,163 冊の中から、当初想定していた複本冊数の

抽出が困難であったため、熊本マンガミュージアムプロジェクトからの寄贈、及び明治大学が保

有している複本から改めて資料を選定の上、海外へ移送した。 
 
5.2.2 シンポジウムの開催 
シンポジウムタイトル：「マンガ文化の保存拠点計画」 
日時：2017 年 11 月 23 日（木／祝） 13：00～18：20 
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会場：明治大学駿河台キャンパス グローバルフロント 1F 多目的室 
司会：森川嘉一郎（明治大学 国際日本学部准教授） 
登壇者：（五十音順／敬称略） 
    青木保（国立新美術館 館長） 
    赤松健（マンガ家、マンガ図書館 Z 取締役会長、日本漫画家協会 理事） 
    池川佳宏（株式会社寿限無／メディア芸術データベースマンガ分野コーディネーター） 

里見直紀（コミックマーケット準備会） 
土屋恵一郎（明治大学学長） 
中川大地（明治大学 野生の科学研究所 研究員、評論家、編集者） 
橋本博（NPO 法人熊本マンガミュージアムプロジェクト代表） 
福地健太郎（明治大学 総合数理学部准教授） 
筆谷芳行（株式会社少年画報社取締役／「ヤングキングアワーズ」編集室・コミックマーケ

ット準備会共同代表） 
古市雅子（北京大学副教授／「明治大学漫画図書館閲覧室」館長） 
宮本大人（明治大学 国際日本学部准教授、北九州市漫画ミュージアム研究アドバイザー） 
山川道子（株式会社プロダクション I.G アーカイブグループ グループリーダー） 
吉村和真（京都精華大学 副学長/国際マンガ研究センター教授） 
 

シンポジウムは 5 部構成で行われ、登壇者それぞれが関わる分野でのアーカイブ化・人材育成に

関する現状報告・課題報告が行われた。  
当日は、定員 195 名に対して芳名帳に記入した人数が 185 名・18 時までの入場人数（延べ数）が

220 名（イベント設営会社調べ）と、盛況であり、マンガ文化が一般に対して影響力を持つコンテン

ツであることが察知された。 
 
長時間のシンポジウムであったため、内容に関しては下記に要約のみを記載する。 

<第 1 部> 基調会談（青木保・土屋恵一郎） 
明治大学は日本のサブカルチャーを研究・発信する学部・施設を有していることを背景に、マン

ガ・アニメ・ゲームを中心とするサブカルチャーを収集・保存するアーカイブ施設の設立構想を持

っている。 
マンガ・アニメ・ゲームを中心とするサブカルチャーが世界中の注目を浴びている中で、「文化

外交」の一環として、これらを世界に発信していく必要がある。発信するためには、それらを学術

として取り扱う研究拠点としての施設の設立が必要になってくる。 
国立新美術館でも、マンガ・アニメを扱うイベントを開催しており、世界内外の注目を集めてい

る。日本文化を世界に発信していくのは、単館で行うのではなく、施設間で連携することが、今後

必要になる。特に、資料を収集し、学術的な側面で取り扱う大学の施設と連携することで、より厚

みを増した日本文化の紹介が可能となるのではないか、という可能性が示唆された。 
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<第 2 部> 『マンガ図書館 Z』とマンガミュージアム計画（赤松健） 

「アーカイブ」は、物理的なものを保存するだけではなく、保存対象をデジタル化した上で保存

するという手法もある。書籍等のデジタル化については、国立国会図書館が中心となって実施され

ているが、国立国会図書館のデジタル資料の多くは館内での公開にとどまっている。 
赤松健氏はマンガ家という立場から、現在のマンガのデジタル化を取り巻く状況と、それに対す

る取組を行っており、第 2 部ではその取組を行うに至る背景を含めた紹介が行われた。 
 現在、日本で刊行されるマンガの多くは、新しいもの・既に絶版になっているものに関わらず、

「海賊版」で無料公開されている。海賊版は、読む側には無料で読める利益が生じるが、クリエイ

ター（作者）の利益を侵害している状況がある。マンガ図書館 Z は、作者と読者のために、海賊

版以外の方法でデジタルマンガを提供することを念頭に活動し、出版社で扱っていない絶版マンガ

などを広告付きでアップロードし、「広告収入」が作者に入るような仕組みを作った。また、海賊

版でアップロードされているものに関して、作者に直接確認を取り、希望があればそのデータを流

用してマンガ図書館 Z のコンテンツとして公開、利益が作者に流れるような取組も行っており、「黒

いものを白くする」という過程を踏まえた上で、デジタル化されたあらゆる資料を「Re 活用」し、

作家（クリエイター）の権利が守られるような形で、利用されることを 終目標とし、また、デジ

タル化に関しては、マンガの表現に規制がかかるケースもあるため、現役作家が主導することによ

って行うことが重要であることを提示した。 
 
<第 3 部> 日本のマンガにおける同人界と商業界の複合構造（筆谷芳行・里見直紀） 
  第 3 部では、マンガ文化における、2 つの流れ「同人界」と「商業界」の複合的な関係について、 
 同人誌業界と商業誌業界の過去 40 年の流れを追いつつ、同人誌業界と商業誌業界の関わりがどの

ように変化してきたのかを確認し、共同倉庫・連携型アーカイブの必要性を確認した。 
  同人誌業界は、当初は商業誌業界とは別のものとして捉えられており、規模も小さい状況であっ

たが、1980 年代後半ごろより、同人業界から商業デビューする流れが徐々に定着してきている。

また、商業作家がファンとの交流や商業マンガとは異なる作品を発表する場として同人誌を利用す

るなど、1 人の作家が商業・同人を使い分けて自己表現を行う場面も生じており、同人誌業界と商

業誌業界が密接につながりあう状況が生じている。 
 この 40 年間、同人誌・商業誌共に規模が拡大しており、出版される資料の量も増加傾向にある

点で、双方ともに「資料の保存」という点で課題を抱えている。 
商業誌においては、出版形態の多様化（単行本のみならず、コンビニマンガの登場など）や、グ

ローバル化による多言語出版の状況よって、アーカイブする対象は増加傾向にある。出版社が主体

となって保存をしないと、散逸したまま戻らないと見込まれているが、蓄積に対するスペースや整

理保存を行う人員の不足が生じており、問題は先送りしている状態である。 
同人誌に関しても、年々規模が拡大していることもあり、現在コミックマーケット準備会が保管

している同人誌は 300 万冊を超えているが、いずれも活用されず、「死蔵」状態となっている。 
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同人誌と商業誌が交わる過程で、商業誌で活躍している作家の研究をする際、同人作家時代の作品

も研究対象となることが予想され、同人誌の活用を目的とした保存は必要なものと考えられている

一方で、同人誌は二次創作物が多数を占めていることなどを理由に、作家本人が資料の保存や公開

に関して難色を示すケースも少なくない。 
  同人誌・商業誌のいずれの場合も、今後の活用方法に関しての課題を抱えているが、それ以上に、

「保存をし続ける」ことそのものが課題となっている現状が浮き彫りになった。 
 
<第 4 部>マンガ・アニメ・ゲームの保存（中川大地・福地健太郎） 

第 4 部では、マンガ・アニメ・ゲームという不可分なメディア芸術のデジタルアーカイブ化に

関して、それぞれの動向・保存についての現状と課題の共有を行った。 
 

○マンガ分野（池川佳宏） 
  現在、文化庁事業の一環として行っているメディア芸術データベースの構築に関しては、マン

ガ・アニメ・ゲームというメディア芸術のアーカイブ化に際し、「施設」を作るのではなく、それ

ぞれの作品がどれだけ存在し、どこに保存されているかをまとめるためのプロジェクトとして進行

している。  
  2015 年 3 月よりオープンし、2020 年の完成版に向けて継続構築が行われているが、現在所蔵情

報が掲載されている 7 機関（国立国会図書館・明治大学米沢嘉博記念図書館・川崎市マンガミュ

ージアム、京都国際マンガミュージアム・大阪府立中央図書館国際児童文学館、北九州市漫画ミュ

ージアム、プランゲ文庫）は、図書館と博物館が混在しており、データの取り方のルールの統合も

目的としている。 
  データベースを構築することで、日本におけるマンガ・雑誌の出版数や、単行本化されたマンガ

のタイトル数や作家人数が見えるようになり、また、雑誌の目次情報などが一見して分かるように

なったことで、雑誌における短命作品の傾向が分かるなど、研究促進に役立つ情報が可視化される

ようになっている。 
  マンガ分野のパートナー団体として寿限無が現在取組んでいる課題は大きく下記の 3 つが挙げ

られる。 
① 2020 年正式版完成後の運営体制。 

その際、金銭面・技術面でいかに継続・継承していくかの検討を進めている。 
  ②  現在収録対象としているのは現物資料であり、デジタル化された作品が対象外となっている。 

図書館と博物館ではデジタル化に関して法的な違いもあることや、技術的にもデジタル作品

の収集・保存の手法が追い付いていない現状が存在する。 
   ③  マンガ・アニメ・ゲームを複合的に保存することの難しさ。 
      マンガ・アニメを連携してデータベース化しているが、アニメと連携しているのは 2,500

ほどになる。また、マンガが原作となるドラマが散発されている状況もあり、マンガ・ゲー

ム・アニメ以外のコンテンツをどうアーカイブ化していくかもテーマになっている。 
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○アニメ分野（山川道子） 

  プロジェクト I.G ではアニメ制作もしているが、ゲームや実写作品の制作にも携わっており、そ

れらに関わるものを利活用することを前提にアーカイブ化している。保存対象は業務資料-絵コン

テなど制作に関わった中間成果物から商品・DVD・書籍、宣伝物までである。それらを活用して

事業を行い、その事業が終了すると、またアーカイブ化し、それぞれの作品がどのように活用され

てきたかが蓄積される仕組みで運用している。 
  アニメ作品に関わる資料は非常に膨大であり、社内の保管庫では賄（まかな）えず、倉庫会社に

て蓄積しているが、年間約 570 万円の維持費がかかっている。維持に関しては、大きなアーカイ

ブ施設が必要となると同時に、保存に関わる人員が必要となるが、現状では修繕に関しては紙やセ

ル画の修繕等は専門の技師を外注して行っている状況である。 
  また、今後のアーカイブ継続を考えた際には、災害による損失や、アニメ会社が継続できなくな

った際の受皿が必要となる。そういった意味においても、それぞれが連携したアーカイブを構築す

ることは重要と考え、アニメの原画・関連書籍・制作資料がどこに保管されているかを把握でき、

保存する技術者が常駐し、必要に応じて取り出せる機関が必要とされていることが説明された。 
 
○ゲーム分野（中川大地） 
ゲーム分野のアーカイブに関する動きは 1980 年代のテレビゲームミュージアムプロジェクトに

よる出版物等から起こり始めた。当初は企画展・展示会という形で歴史を捉える試みが中心となり、

1990 年代～2000 年代にかけて、様々な展示会が行われていた。 
  「図書館的」にアーカイブ構築を行い始めたのは、1998 年の立命館大学における取組が挙げら

れる。任天堂とセガが寄贈したタイトルをアーカイブ化したものであり、2009 年まで行われてい

たが、 新の進捗に関しては公開されておらず、把握ができていない状況である。 
  また、ゲーム保存協会によって、2011 年以降、コレクターからの寄贈を受けたパソコンゲーム

を中心としたゲームタイトルの保存活動も行われている。この活動に関しては、6,000 点が公開さ

れる予定になっている。磁気テープゲームの保存のノウハウが蓄積されており、管理体制が確立さ

れている。ほかにも、2015 年にドワンゴの「ニコニコ超会議」中で、自作ゲーム文化のアーカイ

ブ展示イベントが開催されており、ゲーム系のアーカイブが充実し始めている。 
また、ゲームメディアそのものではなく、2016 年以降はゲーム業界周辺のオーラルヒストリー

をまとめる動きも活発化している。 
それぞれの企画やアーカイブ化の動きは散発的に行われており、連携した動きが必要とされる時

期に入っている。 
ゲームのアーカイブ化に関しては、ハードとソフトの両方が収集対象となるが、プレイするため

の媒体が一定しないという問題点を抱えている。タイトルそのものはマンガ等に比べると少ないが、

媒体が多岐にわたり、それぞれの媒体の保存ノウハウが異なるため、閲覧環境を整備するのに、技

術的な問題が生じているという、マンガ・アニメとは異なった課題が生じている。 
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  また、コミックのデジタル化問題と共通するものがあるが、2000 年代オンラインゲームを主体

としたタイトルの比重が大きくなっており、アーカイブそのものが難しい状況が生じている。サー

ビスが終了したゲームに関しては、開発会社そのものが現存していないなど、既に追うことが難し

い状況が発生し始めており、保存の方法論から考える必要がある。 
  （福地健太郎） 
  ゲームという分野においては、「人を夢中にさせる仕掛け」への研究が存在しており、プレイす

ることそのものが重要なファクターとなる。明治大学では、ファミリーコンピューター・スーパー

ファミコンのカセット 1,850 本を保存しており、一部は利用できるような形でアーカイブ化を進め

ていることからもわかるように、「動かせる状態で保存すること」が重要となるため、保存施設と

動かし続けるための技術者をどう育成していくかも課題となっている。 
  ゲームそのものを文化として捉えるに当たっては、ゲームそのものの保存だけではなく、関連す

るアニメ作品や、設定資料集、攻略本などの関連資料の収集も必要とされる。 
  そのほか、商業ベースには乗らない同人ゲームなどのアーカイブが不透明な状況にあり、これら

をどう保存していくかが課題となる。次善策として、同人誌やプレイ動画の保存が必要であり、ま

たそれらを検索できるシステム作りも必要となるが、現状は研究者個人が蓄積しているにとどまっ

ている。 
 

これら前出の、マンガ・アニメ・ゲームのアーカイブに関するそれぞれの事例発表を踏まえ、連

携型アーカイブ構築の必要性とそれらを維持していくには技術を持った人員育成の必要性が再認

識された一方で、それらが持つ特性の違いから、いかにしてこれらの複合的なメディアを保存し続

けるかという点について、ディスカッションが行われた。 
  池川氏からは、複合的なアーカイブの構築は必要ではあるものの、メディアの連結が技術的に難

しい点が示唆された。山川氏からは、マンガ・アニメ・ゲームというジャンルで区切って保存する

のではなく、それらが収録されたメディアごとで保存・共有ができる環境が整えば、そこは問題な

いのではという意見が出た。 
  また、日本ではメディアミックスが多く、分断して保存することはその関連性が見えなくなって

いるのではないか、という懸念も示唆された。 
  ゲーム研究に関しては、ゲーム固有の問題と捉えることが多く、メディアミックスで捉えるとい

う視座が抜け落ちている点が明らかになった。ゲーム産業においては、保存は事業者によるところ

が大きく、引き続き遊べるような、新しい事業につながるような流れができると、「アーカイブ」

という意識付けができるのではないかという意見もあり、保存に関して取り組むべき課題が、それ

ぞれのジャンルの中にも山積されていることが明らかになった。 
 
<第 5 部> マンガ・アニメ・ゲームの施設間連携に向けて 
第 5 部では、これまで施設連携事業に関わった団体の代表者を招聘し、これまでの経緯と課題の

共有を行った。 
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〇京都精華大学/京都国際マンガミュージアム（吉村和真） 
  施設間連携で必要なものは、「人」と考えている。必要としているスキルは 3 点ある。 
  1.専門性：マンガを扱う人たちをどう育成するのかという点が課題になるが、扱う人員は既に 
       いるが、「コスト」がかかる。 
  2.持続性：京都国際マンガミュージアムは京都市と京都精華大学で共同して運営しているため、

人員の「異動」が生じる。 
       大学側は長期展望で動いているので、明治大学もその観点での運営が望まれる。 
  3.創造性：既にいる専門家・集められているものをいかに活用するか、というのがテーマになる。 
      発表時に開催されていた「クッキングパパ」の企画展示を例に、京都国際マンガミュー

ジアム・京都市・作者（出版社）が継続的に連携関係を保持することで、活性化につな

がることを示した。 
また、明治大学のメディア芸術施設の建設案にも触れ、明治大学・東京という立地で、

施設と人の連携関係を発展させた運営を望む主旨の発言も付け加えられた。 
 
〇北九州市漫画ミュージアム（宮本大人） 

   北九州市漫画ミュージアムの立ち上げに携わり、現在は研究アドバイザーとして関わっている。 
  設立に関しては、「地元ゆかりのマンガ家を中心に収集保存し、研究する機関」をテーマとして、

資格を持った学芸員と司書を配置している。 
   商業施設にあるので、収蔵庫に限界が生じている点が課題として挙げられたほか、「公共施設」

として直面するであろう状況についての問題提起がなされた。具体的には、税金でマンガのアー

カイブ化を継続する意義を市民に理解してもらう理由付けという点であり、マンガ全体が現在と

同じような支持を得られなくなった際にどうするか、危機感を持ち続けているということであっ

た。 
 
〇熊本マンガミュージアムプロジェクト／合志マンガミュージアム（橋本博） 

   当初、コレクターとして収集した自身のコレクションをどのように保存・活用していくかとい

う考えから、熊本マンガミュージアムプロジェクトを立ち上げ、 終的に合志にマンガミュージ

アムを設立した経緯が説明された。 
   また、現在も継続している京都国際マンガミュージアムや北九州市漫画ミュージアムとの連携

と、文化庁事業の中での人材育成継続についても説明がなされ、特に人材育成の点で、持続的に

人材を雇用し続けるために、事業に関わった人材流出を防ぐ観点で、合志マンガミュージアムで

継続雇用している点にも触れた。 
   現在の共同倉庫の現状と役割については、受け入れる資料は増加しており、資料のインプット

とアウトプットのバランスを考えていく時期に来ていることが示唆された。今回の明治大学との

連携では、海外に資料を送る役割も担っており、いかにアウトプットを進めるかを課題としてい

る。 
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〇北京大学（古市雅子） 

   2014 年 11 月に北京大学内に大学間交流の一環として、明治大学マンガ図書館閲覧室と銘打ち、

20,000 冊のマンガ単行本が収蔵された図書館が開館した。現在は、明治大学から寄贈された複

本のみならず、個人寄贈による日本のマンガが中国語訳された単行本や雑誌・アニメ CD・DVD
も所蔵している。 

   開館することが優先されたため、資料の整理が完了していない点が課題として挙げられた。閲

覧者も古市氏が教える学生・サークルのメンバーに限定している。整理完了後に北京大学全体へ

の公開を想定しているが、誰がどのように運営していくかも定まっていない現状についても共有

された。 
中国国内では正規版マンガ書籍の流通が限られており、ほとんどの学生はスキャンされたマン

ガをオンラインで見るという経験しかなく、原本を手に取ってみられる場所がないというのが現

状である。明治大学マンガ図書館閲覧室を、日本のようにマンガを直接「書籍で見る」という経

験を提供する場として活用するために、マンガ図書館同士の連携の一部に入れてもらえることで、

促進を図りたいという意図が明確に打ち出された。 
 
〇セッション 
・運営主体が異なる様々な施設が、「連携関係」で成り立っていることを踏まえ、連携促進に際し、 

も必要としている人材像と雇用の継続に関しての課題共有を行った。 
以下、発言者ごとに要旨をまとめる。 
吉村：衰退していくとどうなるかというイメージを持つことが大事である。 

     現在のマンガ関連施設の多くは、創立者の自発的な活動で作られている経緯がある。やり

がいで頑張っている人たちがいて、ポストができていたが、ある程度環境が整うと、今度

は「維持する」ためのロジックを用意することに苦労している。 
     今後も施設間で連携は必要であり、施設ができた際には必要な人員をその施設に送るよう

な流れも生まれる。そのためには、施設同士が一緒に事業を行う必要がある。 
宮本：吉村先生とは異なり、北九州市は役所主導で設立されているため、まずは資料収集・保存

という理念がわかっている人を集めて、後ほどマンガを学んでもらう形にしていた。 
    公立施設は有期雇用が多く、一定期間で人員が変わってしまう。それはまずいのだという

認識を持ってもらうために、専門性が必要であることを理解してもらう必要がある。 
橋本：施設には 2 種類の人材が必要である。ひとつは作業人員で養成が必要なため、現在崇城   

大学の学生をリクルートして、育成している。もうひとつは専門人員で、必要があれば連 
携事業の中で人を派遣できる、そんな機能を備えたい。 

古市：中国においては、マンガ文化のアーカイブ専門家が全く不在の状況である。 
     意欲のある学生はたくさんいるが、専門性に欠けることと、卒業等によって人が変わる懸

念がある。 
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     長期的な面では、日本の中で留学生を育成して、中国に戻してもらうのが望ましい。 
     中国の学生は、紙は過去であり、アニメが 先端であるという認識があるので、そこをク

リアする必要がある。中国には戦前からマンガの歴史があるので、国内文化を理解するた

めにも、マンガを取り扱う専門家は必要と考えている。 
 
・アーカイブは、蓄積するだけではなく、活用される必要がある。 
どういう企業とどういう連携を行うと、可能性が広がるかについても、一部共有を行った 
吉村：京都精華大学では、事業推進室で産学連携がある。 

    出版社がマンガ施設に向ける目がやさしくなった。施設と企業で信頼関係ができてきたと

考えている。また、地域図書館からの依頼・相談が増加している。指定管理制度による運

営施設が増えており、地域商店街と協力してマンガを利用する機会も増えている。町との

連携も対象に入れていくと人材が広がると考えている。 
橋本：合志マンガミュージアムの設立に、地域紹介マンガの制作が関わっている。このマンガは、

ドラマ化もされたことをきっかけに、行政からのマンガの目が変わった。地域からマンガ

へのニーズが上がっている現状を見ると、地域を柱にしたマンガ産業というものを作って

いくのも流れかと考えている。 
 

後の質疑応答にて、マンガアーカイブ施設での人材は、いわゆる保存・整理に長（た）けた

人材以上の人材が求められており、その具体例についての質問があった。回答は複数あるものの、

マンガ文化を取り扱う施設では、産業界と連携した企画も多々行われているという性質上、イベ

ントの企画や対応が可能な人員が求められていることが明示された。 
また、企画展示に長けた人員を、施設連携の中で確保し、必要に応じて活用する等の可能性も

示唆された。 
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第 6 章 成果と課題 
6.1 成果 
6.1.1 明治大学の成果物 
・ 移送資料 20,163 冊（316 箱） 
・ 正本の所蔵目録データ 17,540 点 
  ※今後、メディア芸術データベースにも反映予定 
  想定より正本数が 2,790 冊多く発生したが、事業期間内での登録と返送が完了した。 
 
 
6.1.2 NPO 法人熊本マンガミュージアムプロジェクトの成果物 

実施項目 実施日 

処理冊数 20,163 冊（正本：17,540 冊/複本 2,398 冊/登録外 225 冊） 

正本登録 

（1人 1 時間当たり） 
17 冊/時間 

正本：複本：登録外 87：12：1  

 
 目録作成は、メディア芸術データベースに書誌登録がある資料はその情報を転記、登録がない資料

ははじめから書誌を作成した。正本登録時間については、1 人当たり平均 17 冊／時間とした。 
資料を保管する倉庫と作業を行う事務室が離れているため、登録対象資料・登録済み資料の運搬作

業が日々発生。運搬と登録を兼務するスタッフはかなりの負担となった。 
 
6.1.3 北京大学の成果物 
明治大学・熊本マンガミュージアムプロジェクトからの移送資料 1,059 冊 
6.1.4 南米連携機関の成果物 
明治大学・熊本マンガミュージアムプロジェクトからの移送資料 3,454 冊 
 
6.2 課題 
6.2.1 事業全体の課題 
 本事業は、過年度からの経験をベースとし、正本は、所蔵館ルールを踏襲した形での目録データ作

成、複本は、目標数の海外移送を実施後、それ以外の資料を熊本共同倉庫内に「プール」した。その

過程を通じて、人材育成環境の整備を行うことを主な目的としていた。 
 未整理資料の整理開始後、正本の比率が想定より高いことが判明し、特に正本の目録登録作業は過

年度の経験値だけでは作業が難しく、明治大学・熊本共同倉庫双方にて様々な確認事項が発生したた

め、正本の目録登録業務が事業全体の大きな割合を占めるに至った。 
 各連携先の詳細の課題については、以下の各館の課題にて報告する。 
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6.2.2 明治大学の課題 

連携共同事業には今年度、初参画という経緯もあり、以下の課題が生じた。 
① 未整理資料移送 

本事業においては、未整理資料の数値（20,000 冊）と、海外移送のための複本の数値（5,250
冊）を事業計画に盛り込んでおり、その数値の達成をひとつの作業指標としていた。しかし、実際

には上記のとおり、移送した未整理資料からは想定していた複本数が抽出できず、熊本マンガミュ

ージアムプロジェクト、及び明治大学が所蔵していた複本を含めて海外へ移送することとなった。 
 複本の海外移送は連携共同事業の大きな柱であることから、今後は、未整理資料の仕分後に発生

した複本のみを移送するなど、「未整理資料」という不確定要素を十分に加味した事業計画の策定

が必要と思われる。また、今回のような想定外の事象（複本率が想定より低いという事象など）が

生じた場合の対応策についても、事業計画策定若しくは事業開始の時点で検討する必要があると思

われる。 
② 正本登録の課題 
  過年度事業において、熊本共同倉庫では、メディア芸術データベースへの登録は経験していたも

のの、米沢嘉博記念図書館のローカルルールを踏まえた登録経験はほぼ皆無の状況だった。メディ

ア芸術データベースと所蔵館のローカルルールの間に生じる差異は、本事業スタート時にある程度、

想定されていたが、事前の確認作業が不十分だったことは否めず、それが結果として、事業計画以

上の正本登録作業において多少の混乱を招くことにつながった。 
  この点については、正本登録作業を通じて「仕様書（付録参照）」を整備しており、同様の混乱

は回避できると思われる。 
③ 作業スペースの確保 
  本事業では作業の大半を熊本共同倉庫にて実施の予定だったが、正本の目録登録が事業の大きな

割合を占めたため、一部の装備作業を明治大学図書館総務事務室の本事業の事務スペースにて実施

することになった。想定外の事象だったこともあり、同スペースの狭隘（きょうあい）化が激しく、

作業効率の悪化を招く事態となった。 
  連携共同事業でもあり、各種作業は原則として、連携先の熊本共同倉庫にて実施することが望ま

しいが、未整理資料ゆえイレギュラーが発生する可能性があること、共同倉庫はその性格上、雑然

とし過ぎていることなども踏まえ、正本返送後に 終確認可能なスペースの確保も検討する余地が

あると思われる。 
 
6.2.3  NPO 法人熊本マンガミュージアムプロジェクトの課題 

熊本共同倉庫での作業に際しては、過年度と同様に「保管環境の整備」「倉庫内での作業環境の改

善」も継続課題として残っているが、本事業を通じ、また連携事業を継続するに当たっての課題点も

浮き彫りになった。詳細は以下のとおり。 
① 未整理資料整理における人材育成 
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過年度までは複本登録が主な作業だったが、今年度は、未整理資料における正本登録と移送、海

外への複本移送といった未経験業務が多く、手探り状態での業務遂行となった。 
事業計画は事前に把握していたものの、人員体制は過年度から参画していた人員を中心としてい

たこともあり、多岐にわたる初めての業務の全体管理を連携先である「熊本」のスタッフが担うこ

とは難しい状況であった。 
 事業主体は飽くまで「東京」にあり、事業全体の管理者は東京に置かざるを得ないものの、「正

本登録」「正本移送」「複本登録」「海外移送」「スタッフ管理」など、多岐にわたる現場での各業務

の遂行責任を担える人材の育成は継続的な課題となっている。 
② 正本登録の課題 

  上記の明治大学の課題でも記載したが、過年度と今年度の正本登録の業務は大きく違っていた。

特に米沢嘉博記念図書館とメディア芸術データベースの正本登録の「仕様」の違いは大きく、熊本

共同倉庫スタッフの従来までの経験・知識では登録作業の円滑な進捗は難しい状況であった。 

 登録作業の進捗速度を上げるため、文化庁よりメディア芸術データベースのメタデータを御提供

いただき、明治大学にて独自のデータベースを構築の上、登録作業の工程を見直した結果、登録数

が大きく伸びたものの、メディア芸術データベースに準拠しないローカルルールをベースとした登

録作業は、マンガ登録に長けたスタッフと独自システム構築が必要不可欠かと思われる。 

③ 共同倉庫の将来像 

熊本共同倉庫の性格上、現在においても他機関や個人からのマンガと雑誌などの寄贈を継続的に

受け入れており、熊本共同倉庫の収容スペースが限界に近づいている。 

過年度からの連携共同事業において、「複本の収蔵先（複本バンク）」としての機能を充実させる

という構想があり、本事業においても熊本共同倉庫でプールしている複本を海外の連携先に寄贈し

たが、倉庫の狭隘化解消が喫緊の課題となっている。 

一方で、国内外の各施設にプールしている複本を寄贈するには高度なノウハウとかなりの手間が

必要であり、複本収蔵先の拡充も待ったなしの状況。複本の「インプット（受入れ）」と「アウト

プット（寄贈）」をセットで進めていくことが望まれる。 

 

6.2.4 北京大学の課題 
 北京大学漫画資料室（明治大学マンガ図書館閲覧室）には既に明治大学より約 20,000 冊のマンガ

資料が寄贈されており、その大半が出版社、タイトル、作者ごとに書架に並んでいる。このような環

境の中、今年度は約 1,000 冊の複本の移送を行った。一部の学生を限定した利用環境において、現在

の問題点と課題、その解決方法を検討した。 
① 人材育成について 
 ・ボランティア学生の育成 
  図書室は日本に興味のあるボランティア学生が運営している。学生は卒業してしまうため、運営

の継続性をどう担保するかが課題となる。 
② 連携先の資料整理について 
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 ・移送資料の内容 
  今年度は複本移送を前提とした事業であり、現時点では資料室資料の所蔵登録も行われていない

ことから、タイトルや巻号指定の要望には応えきれていない。今後、寄贈数が増加するに従い、

タイトルの選定が難しくなる。 
・マンガ資料以外の整理方法 
 資料室には映像関連資料なども複数あるが、マンガ資料と同様、整理方法のノウハウが不足して

いる。図書館的ではなく、博物館的な整理方法も視野に入れた総合的な整理方法も検討したい。 
・目的資料への誘導方法 
 日本語理解の有無に関わらず、学生を目的の資料に誘導する方法が課題となっている。上記を含

めた課題解決のためには、資料室を訪問の上、学生利用者のニーズをヒアリングすることが必要

不可欠と思われる。 
 

6.2.5 南米連携機関の課題 
今年度の連携共同事業に参加した南米 6 機関はすべて、明治大学と友好関係を結んでいる施設で

あり、日本マンガの受入れの準備が整っている状況だった。今回の移送以前に日本マンガを所蔵して

いる機関も複数あり、日本のマンガ文化への理解が一定以上は進んでいる環境もある。 
 今年度は南米への移送期間の問題もあり、事業期間内にすべての関係機関に資料の到着が間に合わ

ないため、資料到着後に予想される課題の抽出を行った。 
① 人材育成について 
 ・南米連携機関に向けた教育体制の整備 

南米の各連携機関に対するマンガ資料の取扱い対応窓口を整備・確立するほか、各種質問に応

答するだけではなく、マンガの専門家を現地に派遣し、具体的な整理方法を指導する体制を検討

する。 
・南米での人材育成体制・連携関係の強化 
  南米の各機関にて蔵書と人材の連携を図り、資料の整理スキルや情報の共有システムを構築す

る。 
② 連携先の資料整理について 
 ・移送資料の内容 
   今年度は複本移送を前提とした事業であり、各連携機関に移送した資料タイトルと冊数が各ニ

ーズと合致しているかは、資料到着後の確認となる。移送資料のすべてを配架するのか、読者層

を考慮した限定配架をするのかなども大きな課題となりうる。 
限定配架の場合は、移送元の日本側においてその基準を設定する必要があり、この点を考慮し

ても、現地の各機関のニーズをヒアリングするための現地訪問が必要かと思われる。 
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第 7 章 総括 
 
本事業は、過年度まで京都精華大学が主体となって実施した事業を踏襲しつつ、マンガ資料の連携

型アーカイブの海外への展開と構築、それに伴ってマンガ単行本の取扱いに習熟した国内外における

人材の育成を主目的としたものであった。 
 過年度はメディア芸術データベースに登録するデータを作成し、それを京都国際マンガミュージア

ムが流用するという形で、京都国際マンガミュージアムの正本データを OPAC 上に作成・登録する

という流れであった。 
今年度は、明治大学が主体となり、以下の 3 事業を実施した。 

①明治大学米沢嘉博記念図書館が寄贈を受けた未整理資料を整理し、正本を整理登録する事業 
②複本を海外連携先に移送する事業 
③シンポジウムの開催 
各事業における個々の成果と課題は上記にて記載したため、本章では事業を総括した上で、今後に

向けた課題を挙げたい。 
本事業には今年度、明治大学としては初めて参加したこともあり、まずは事業計画書の遂行を 大

のミッションとした。 
結果として、事業計画書に記載した 3 事業は無事に完了したものの、大盛況だった「シンポジウ

ムの開催」以外は様々な課題が残る結果となった。 
米沢嘉博記念図書館から移送した 20,000 冊の未整理資料の整理は、当然のことながら、整理を始

めてみないと正本・複本の区別が付かず、事業計画書以上の正本を登録することになった。ローカル

ルールを加味した熊本共同倉庫での正本登録作業は、過年度までの経験だけでは難しく、マンガ整理

にはその経験とノウハウを持つ人材と、さらに効率よく作業ができる良好な職場環境がいかに重要か

を痛感した。 
熊本共同倉庫の役割は飽くまで「倉庫」であり、今後に向けて、保存拠点と作業拠点の役割を併せ

持つ施設の整備が必要と思われる。 
正本登録の方法にも課題が残った。正本データは今回 Excel 登録を仕様としたが、15,000 件を超

えるマンガ書誌データを Excel に登録する作業は、登録者の PC スキルに大きく依存すること・Excel
のバージョン違いよりデータ集約時にバグが発生するケースがあること・人力による大量の書誌デー

タのチェックにはおのずと限界があることなど、いくつかの課題と改善点が散見された。 
事業内の各種会議でも、メディア芸術データベースの有効活用に関する議論が多々あったが、マン

ガ資料の整理とアーカイブ化には統一化された目録作成ルールに基づく「データベース」が絶対的に

必要不可欠であり、海外での利活用も視野に入れた仕組みの構築に努力したい。 
海外連携先への複本移送は、未整理資料の整理の段階で複本が不足したこともあり、移送時期が北

京大学、南米各機関ともに予定より遅延したが、それ以外は概ね順調に推移した。 
海外連携会議については、現地担当者のアーカイブ構築に対する理解、習熟と各地の状況をふまえ

るために、南米各機関分を熊本共同倉庫・合志マンガミュージアム、北京大学分を京都国際マンガミ
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ュージアムにて実施した。現地での指導についても、実際の業務を見て、有識者の意見を聞くことで、

より効果的な指導法を検討することができるため、海外連携先の担当者と国内移送側の関係者が参加

した会議は、更なる海外連携に向けた有意義なものとなった。 
いずれの海外連携会議においても、本来なら資料到着後、資料整理をはじめとする人材育成の観点

から現地訪問が必要と思われるため、海外連携先とは長期的な視野に立った継続的な連携が必須とな

っている。 
2017 年 11 月 23 日（木／祝）に実施したシンポジウム「マンガ文化の保存拠点計画」は、マンガ

文化の展示、保存・アーカイブ構築に関わる内外の専門化を招き、拠点となる施設の実施に向けた様々

な角度からの検討を公開の場で行った。複数のメディア取材や地道な広報活動も功を奏したのか、参

加者も 200 名を超え、熱気あふれる意味深いシンポジウムとなった。マンガ、アニメ、ゲームの更

なる連携により、保存拠点計画の推進を目指したい。 
後に、今年度も本連携共同事業の中心となった熊本共同倉庫の課題を再度、挙げてみたい。熊本

共同倉庫は現時点において、複本プール先として十分に機能している。多くのマンガ関連施設が、収

蔵スペースの狭隘のために新たなマンガの受贈を停止している中、現在も寄贈を受け入れている熊本

共同倉庫の役割は極めて大きい。当然、全国各地のマンガ関連施設に対し、継続的に複本の提供を行

っているが、法人・個人からのマンガ雑誌・単行本の寄贈の申込みは絶えることなく、同共同倉庫の

収容能力もほぼ限界に近づいている。 
マンガ文化の保存拠点計画の実現に向けて、熊本共同倉庫はマンガ雑誌・単行本の複本プールのパ

イオニアとしての役割は継続しつつも、様々な機能を併せ持つ新たな共同倉庫の設置が望まれる。 
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<明治大学広報 HP> 
シンポジウム「マンガ文化の保存拠点計画」, 明治大学広報第 710 号（2017 年 12 月 1 日発行） 
（https://www.meiji.ac.jp/koho/meidaikouhou/201712/p02_02.html） 
<取材メディア> 
「マンガ、アニメ、ゲームのアーカイブは日本の緊急課題 森川嘉一郎明治大学准教授が語るシン

ポジウム「マンガ文化の保存拠点計画」の意義」, 大学公開講座の検索 まなナビ, 2017.11.18 公開

（ https://mananavi.com/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%82%AC%E3%80%81%E3%82%A2%
E3%83%8B%E3%83%A1%E3%80%81%E3%82%B2%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%81%AE%
E3%82%A2%E3%83%BC%E3%82%AB%E3%82%A4%E3%83%96%E3%81%AF%E6%97%A5%
E6%9C%AC%E3%81%AE%E7%B7%8A/） 

「とある資料の保存施設（小原篤のアニマゲ丼）」 , 小原篤 , 朝日新聞デジタル , 2017.11.27
（https://www.asahi.com/articles/ASKCS46JBKCSUCVL00J.html） 

  



付録 

 

32 
 

各会議の議事録 
連携会議・省察会議の議事録を下記にて記載する 
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本報告書は、文化庁の委託業務として、大日本印刷株式会社が実施した平成 29 年度「メディア芸術連

携促進事業 連携共同事業」の成果をとりまとめたものであり、第三者による著作物が含まれています。

転載複製等に関する問い合わせは、文化庁にご連絡ください。


